
病んでいる人の人権を尊重し、健やかで心豊かな社会をつくるための医療を提供します。
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　いよいよ新病棟が完成します。
 「患者さんと職員にやさしい病院を目指して」をコンセプトに計画・
実施してまいりましたが、ようやく完成の運びとなりました。
　地域住民、地域医師会、関係大学、共済組合本部・九州各県支部、
その他関係者の皆様方のご支援とご協力に心から感謝申し上げます。
　新病棟は免震機能を備えた災害に強い構造となっています。また、
感染防止対策を含めた医療安全対策を各所に施しています。
　さらに、患者さんやご家族の方々が安心して治療に専念できるよう
プライバシーを重視した全室個室の安らげる空間を提供しています。
　職員一同、気持ちを新たに、皆様のお役にたてるよう努力してまい
りますので、今後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

病院長
飯田  三雄

平成27年１月竣工３月移転オープン

九州中央病院広報誌「第 64 号」　2015 年１月
日本医療機能評価機構認定病院　九州中央病院

〒815-8588　福岡市南区塩原三丁目23番1号　TEL 092-541-4936㈹　FAX 092-541-4540

新 病 棟完 成のご 案内新 病 棟完 成のご 案内
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　九州中央病院形成外科は今年で設立 7 年目と

なります。少しずつですが近隣の病院からの紹

介も増加しており医療関係者の方々には認知さ

れつつあると思いますが、一般の皆様にはまだ

まだ｢形成外科って何？どんなことをしている

科なの？ ｣と問われる方が多くいらっしゃるの

ではないかと思います。今回は形成外科がどん

な疾患を扱い、どんな治療をしているのか紹介

すると共に最近のトピックスについて紹介した

いと思います。

■ 形成外科について

　実は日本に形成外科が診療科として登場し学

会が設立されて既に 50 年以上がたちます。学会

では形成外科は‘身体に生じた組織の異常や変

形、欠損、あるいは整容的な不満足に対し、あ

らゆる手法や特殊な技術を駆使して、機能のみ

ならず形態的にもより正常により美しくするこ

とによって、みなさまの生活の質 "Qua l i t y o f 

L i f e " の向上に貢献する、外科系の専門領域’と

しておりますが、その治療対象が多岐にわたり

具体的なイメージがつかみづらいのが一般の皆

様に理解が進まない大きな要因かと思います。

実際、形成外科は頭のてっぺんからつま先まで

全身のあらゆる疾患を扱いますので、一言で表

現するのは難しいのですが、｢傷や変形をきれ

いに治すことを目的に体の表面を扱う外科｣と

考えていただけると少しはイメージがつかみや

すいのではと思います。扱っている疾患を少し

かいつまんで挙げれば①外傷（特に顔面のもの、

顔面骨骨折も含みます）、②やけど、③きずあと

の変形や引きつれ、④皮膚皮下腫瘍、⑤先天異

常（あざや生まれつきの形の異常など）、⑥皮膚

潰瘍（下腿の潰瘍など難治性のもの、術後の創

離開など）、⑦がんの切除後の再建（乳房再建な

ど）、⑧美容、⑨その他（眼瞼下垂、腋臭症）な

どとなります。これらを手術を始めあらゆる手

法や技術を用いて治療を行っております。上記

以外にも扱っている疾患はありますので、何か

お悩みのことがあれば（特に体の表面の形のこ

となど）お気軽にご相談ください。

■ 当院形成外科の特徴・最近のトピックス

　当院形成外科では一般の形成外科対象の疾患

の治療を行うと共に、乳腺外科と連携して乳房

再建を行っているのが特徴です。特に 2013 年 7

月にシリコンゲル充填の乳房インプラントを使

用した乳房再建手術が保険適応（注１として認めら

れたのを機に、再建を希望される方が増えてお

ります。当院でも 2013 年 8 月に日本乳房オン

コプラスティックサージャリー学会の乳房再建

インプラント実施施設の認定を受け人工物によ

る再建が増加しております。

　乳房再建は乳がんの治療により失われた乳房

の形態をできるだけ元の形に復元することを目

的とします。再建の方法は大きく分けて人工乳

房による再建と自家組織（自分の体の組織）によ

る再建の 2 種類があります。これを乳がん手術

と同時に行うか術後ある程度落ち着いてから行

うか、また再建を一度に行うか二度以上に分け

て行うか（学会では乳がん手術と同時に行う手

術を一次再建、別に行う手術を二次再建、再建

手術を一度に行うことを一期再建、二度に分け

ることを二期再建としています）を患者さん個々

の状態や再建に対する考え方、社会的背景など

を反映し方法を選択して治療を行っていきます。

人工物では胸以外の部分に手術を行う必要が無

く手術の影響が少ないのが最大の利点ですが、

人工物が感染に弱いことや体内での劣化による

破損・変形などがあり永久的には持たないこと

形成外科

診療内容と最近の
トピックス

形成外科医長　西平智和
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が欠点です。対して自家組織では自分の体の組

織を胸に移植することで再建するため、違和感

がすくなく体型変化にも自然な変化があり感染

に強く永久的に再建が維持されるなど人工物に

ない利点がありますが、他の部位に手術が及び

傷痕が残ることや体への手術の影響が大きめで

あることなどが欠点となります。他にも乳がん

手術の内容（皮膚や乳輪乳頭を温存するのか腋

のリンパ節を取るのか）や術後の治療（特に放射

線照射の有無）などで得手・不得手がありまので、

これらを良くご理解していただいた上で、治療

方法を選択していただくことが重要です。

　当院では主に乳がん手術時は組織拡張器

（ティッシュエキスパンダー）という皮膚皮下組

織を伸ばす器械を同時に留置して、術後に皮膚

皮下組織を拡張している期間（通常最低 6 ヶ月

程かけます）に最終的な再建方法を考えていた

だく一次二期再建をお勧めしています。これは

一般の患者さんにとって、乳がんと診断が付き

精神的にも不安定な時期に乳がんの治療のみな

らず再建方法まで決断しなければならないのは、

非常にハードルが高いことではないかと考える

ことが主な理由ですが、他にも乳がんの状況に

よる手術内容に合わせた対応がしやすいことや

皮膚の拡張により後の人工物再建・自家組織再

建の際どちらの場合でも乳房形成に利するとこ

ろが大きいこと、二度に手術を分けることで整

容面の細かい修正などを行いやすく良い結果を

得やすいことなども一次二期再建をお勧めする

理由となります。一次二期再建であれば、術後

の拡張の期間に再建について十分に調べ考える

こともできますし、その上で最終的な再建方法

も人工物にするか自家組織にするか選ぶことが

できます。また、乳がんの治療の状況や仕事な

どの事情に合わせ再建時期を調整したりするこ

ともできます。一度で治療が終了しないのは欠

点ですが、乳がん手術と同時に組織拡張器の留

置を行うことで手術回数は一度減らすことがで

きます。

　乳がんの患者さんで乳房再建に興味のある方

（他院で手術受けられた方も対応可能です）は一

度当科にご相談いただければ幸いです。

注１：2014 年 12 月 5 日時点では乳がんにより

乳腺全摘の手術を受けた方が対象となります。

アナトミカルタイプシリコンインプラント
（正面・側面）

組織拡張期挿入・皮膚伸展後

シリコンインプラント再建後

乳輪乳頭再建後（健側半割移植＋植皮）
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　かねてより建築中の入院棟が、このほど無事に完成しました。
　新しい入院棟は、明るく広々とした、新鮮な心地よさに包まれた空間になっています。
　また、全個室ですので、プライバシーに配慮し、個々の空間と時間を確保した病室になって
います。
　私たちスタッフも、新しい入院棟に負けないよう心機一転し、患者様にご満足いただける病
院運営に努力してまいります。
　新たに生まれ変わる、これからの九州中央病院にご期待ください。

　新しい入院棟が3月1日にオープンする運びとなりました。これもひとえに地域の皆様の
日頃からのお力添えの賜物と深く感謝いたしております。
　つきましては、皆様に新しい当院の施設をご覧いただきたく、下記の内容で内覧会を行い
ます。ご多忙中とは存じますが、皆様方のご来館をスタッフ一同、心よりお待ちしております。

日時　平成27年２月13日（金）、14日（土）　　13時00分～ 16時00分
場所　九州中央病院　（新）入院棟
備考　予約は必要ありませんので、どなたでもご自由にお越しください
　　　院内には、外来棟正面玄関から靴のままお入りください
　　　駐車場ご利用の方は、内覧会受付に駐車券をご提示ください

全個室型の入院棟が完成しました

入院棟内覧会のお知らせ
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相談支援センターよりお知らせ
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診 察 券

レストラン 各診療科

予約・再来受付機

19

受付窓口

受 付 票

36 19 22

21 23 50

31 25 10

25 19 30
35 23 16
62 32 40
55 46 10

　当院では、平成２６年１１月４日（火）に病院情報システムの更新を行いました。
これに伴い外来受診時の受付、お呼びだし方法、お支払い方法の一部が変更となりました。
　ご不便をおかけするかもしれませんが、ご理解、ご協力のほど宜しくお願いいたします。

・受付でお渡しする受付票をもって
各診療科へ向かってください。

※予約・再来受付機で
受付した場合は、診
察券を各診療科にお
出しください。

・予約受付機、自動再来受付機から発行された受付票と診察券を持って各診療科へ向かってください。

・診察待ち表示板に診察の順番が近くなった方、診察中の方の受付番号を表示いたします。

受付票が発行されます

診察待ち表示板が設置されます

※待ち時間をレストラン等で過ごすことができます。

受付番号

受付番号
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計算窓口

会計番号票

1912

・会計番号票を発行
しますので、しばら
くお待ちください。

会計番号票

1912

自動精算機

会計番号

バーコード

・計算窓口で受付票、基本箋を
提出してください。

・会計待ち表示板に計算が終わった方の会計番号を表示いたします。

会計番号票が発行されます

会計待ち表示板・自動精算機が設置されます

会計番号

・診察券でもお支払いできます。

・クレジットカードでのお支払いも
　可能です。

バーコードを赤い光に
かざして下さい。
バーコードを赤い光に
かざして下さい。
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　春日市航空自衛隊前に開業して 7 年になります。変性疾患を中心

とした運動器の痛みを中心に骨粗鬆症、関節リウマチ、スポーツ障

害にも力を入れています。近隣の病院とも連携し患者様本位の医療

を提供出来るようスタッフ一同頑張っています。

　健康と病気についての相談を気軽にできる「家族みんなのかかり

つけ医」として、一般内科・胃大腸カメラ・認知症治療・漢方内科

を軸として診療をしています。地域の方が少しでも元気で安心して

過ごせるように医療を通じて貢献したいと考えています。

　専門は血液、膠原病・リウマチですが、生活習慣病、禁煙外来な

ど内科全般について幅広く診療しています。患者さんと同じ目線に

立った医療を心掛けており、九州中央病院との連携を通じて、地域

医療に取り組んでいきたいと思っていますので、よろしくお願い致

します。

柴田恵介

〒811-1356 福岡市南区花畑1-45-34

TEL 092-551-3148　FAX 092-511-8529
内科・血液内科・リウマチ科

月〜金　9：00〜12：30　14：00〜18：00
　　土　9：00〜13：00

竹山泰雄

〒815-0001　福岡市南区五十川2-26-5

TEL 092-558-2152　FAX 092-558-2153

内科・胃腸内科・呼吸器内科・漢方内科・漢方小児科

月火水金　9：00〜12：30　14：00〜18：30
　　木土　9：00〜12：30　日・祝日は休診

花村　聡

〒816-0806 春日市光町1-74 島田第二ビル2階

TEL 092-589-6811　FAX 092-589-6821

整形外科・リウマチ科・リハビリテーション科

月火木金　9：00〜18：00
水土　　　9：00〜13：00
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　九州中央病院の皆様には、日頃から連

携を取らせていただきありがとうござい

ます。この度この様な機会をいただき、

この場を借りて当院の紹介をさせていた

だきたいと思います。

　香椎丘リハビリテーション病院は、急

性期医療機関で治療を終了した患者様の

リハビリテーションを実施する回復期リ

ハビリテーション病院（120 床）として、

平成１５年８月１日に開設されました。

対象は、脳血管疾患と骨折などの整形外

科疾患が中心で、その他は廃用症候群などです。

　当院は、玄海国定公園にも指定される三日月山の麓に位置し、自然豊かで癒しのある環境で、特

に福岡市街を一望できるウッドデッキからの景観は絶景です。そんな、療養環境の中、調和のとれ

たチーム（医師・看護師・リハビリスタッフ・MSW 等）で、３６５日・２４時間のリハビリ・看護

を提供し、患者様の寝たきりゼロ、在宅復帰・社会復帰を目指しております。また、最近では特に、

入院時におむつを使用している患者様の退院時おむつ脱却率の向上、及び摂食・嚥下機能（口から

食べる）の向上について力を入れています。その結果、現在のところ、患者様の平均在院日数は

７０日〜８０日程度、在宅復帰率は約８０％と高

い水準を保っています。

　入院当初から退院に向けて患者様・ご家族のニー

ズを捉え、介護保険及び障害福祉サービスを含め

た社会資源の活用、ケアマネージャー、かかりつ

け医との連携を行い、地域医療連携に積極的に取

り組み、地域に根付き、住民及び周辺の医療機関

に信頼される病院を目指して、努力してまいりま

す。今後ともよろしくお願い致します。

内科・リハビリテーション科診 療 科
ホームページ：http://www.kashii-rh.net

香椎丘リハビリテーション病院　院長　佐々木 靖

佐々木　靖

〒813-0002　福岡市東区下原2丁目24番36号

TEL 092-662-3200　FAX 092-662-3303
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  九 州 中 央 病 院 ラ グ ビ ー 蹴 球 部
（KCHRFC）は、昨年に同好会と
して発足し、今年度、正式に部活動
として承認されました。発足して
間もないため部員数も少なく、主
にセブンス（７人制ラグビー）の大

会への出場を中心に活動していく予定です。
  部活動としての初陣は、平成26年12月14日（日）熊本県民総合運動公園ラグビー場で開催さ
れた「九州メディカルセブンスＯＢの部」でした。同好会として出場した昨年は優勝し、今年も
優勝を目指していたところですが、優勝決定戦にて、各大学ＯＢで組織される九州ドクターズに
惜しくも敗れ、２位という結果に終わりました。
  来年の雪辱を誓うとともに、今後、部員が
増えていけば15人制ラグビーにも挑戦して
いきたいと思います。ご声援よろしくお願
いいたします。

ラグビー蹴球部

九州中央病院　２９－７　熊本大学ＯＢ　　
九州中央病院　３６－０　九州歯科大学ＯＢ
九州中央病院　５－３１　九州ドクターズ　
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相談・要望などを１１０番する
と、１分１秒を争う事件・事故
への対応を遅らせる原因になる
んだよ！

県警シンボル・マスコット「ふっけい君」

「１１０番」は、事件・事故の緊急専用ダイヤルです。
相談ごとなどの急を要しない通報は、「♯９１１０」

(ダイヤル電話からは０９２−６４１−９１１０)へ電話して下さい。

★ 平成 26 年 10 月末の南署管内の
オートバイ盗の発生件数は
　３９４件
で、前年同期と比べると
　１４２件増加
しています。【暫定値】

★ 被害に遭ったオートバイの多くが
無施錠か備え付けのロックだけ
の駐輪で、ツーロックがなされてい
ませんでした。

★ 自宅や短時間の駐輪でも油断は
禁物！

緊急時  あわてず  あせらず  １１０番
〜１月１０日は「１１０番の日」〜

ワ
イ
ヤ
ー
錠
等
の
補
助
錠
を
活
用
し

　
　

ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

★ 福岡県内の１１０番は、全て福岡県警察本部につながります。
★ １１０番すると、警察官が必要なことを質問します。
　 その間に別の警察官が、警察署やパトカーに無線指令を行っていますので、
　 あわてず、あせらず質問に答えて下さい。

〜南警察署からのお知らせ〜

ロックで盗難防止！

２
生活安全課 防犯係 092-542-0110（内線 263）
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■ 一般新患・再来の受付時間 8：30〜11：00

（救急患者さんは受付時間外可）

■ 紹介状ご持参の方（下記以外） 8：30〜12：00

（救急患者さんは受付時間外可）

ペインクリニック ：月曜日･金曜日 8：30〜10：30

泌 尿 器 科：月曜日 8：30〜11：00

皮　膚　科：火曜日 8：30〜11：00

眼　　　科：木曜日 8：30〜11：00

乳 腺 外 科：木曜日 8：30〜11：00

耳鼻咽喉科：金曜日 8：30〜11：00

■ 時間外の受付（救急の患者さんに限る）

時間外・夜間・土曜・日曜・祝祭日ならびに

年末年始（12/29〜1/3）は、救急外来で対応

いたします。

代表電話
（092）541 ー 4936

TEL（フリーダイヤル）

0120 ー 541 ー 995（直通）

FAX（フリーダイヤル）

0120 ー 541 ー 990（直通）

ホームページ
http://kyushu-ctr-hsp.com/

〒815 ー 8588

福岡市南区塩原三丁目23番1号

公立学校共済組合九州中央病院

地域医療連携室

A 外来受診・入院・緊急入院の受付

平日（時間内）

・地域医療連携室受付

時間外・土・日・祝祭日の緊急受診と緊急入院

・時間外受付…………代表電話

B 歯科口腔外科の受付

平日（時間内）

歯科口腔外科予約…フリーダイヤル　0120 ー 541 ー 998

C 検査依頼の受付　（平日）8：30〜17：00　（土曜日）9：00〜14：00

放射線科検査　CT・MRI・RI・骨密度・内視鏡・超音波

検査受付…フリーダイヤル　0120ー 541 ー 996

D 心療内科・アレルギー科/禁煙外来

心療内科・アレルギー科　代表（内線2210）

心療内科新患：月・水・金　午前中（予約制）

科 専門分野 氏　　名 月 火 水 木 金 責任者

内科

総合内科
古賀恒久 ◎ ○ ●
原田裕士 ◎

糖尿病内科
五島大祐 ○ ◎ ○ ●
豊永雅恵 ○ ◎ ○
野口裕貴 ◎ ○

消化器内科
檜沢一興 ◎ ◎ ◎ ●
藤田恒平 ◎ ○
井原勇太郎 ○ ◎

循環器内科

鍵山俊太郎 ◎ ○ ●
大森　将 ○（午後） ○（午後）

前淵 大輔 ◎ ○
河野　修 ○
鬼木秀幸 ○ ○
村上　昇 ○ ◎

脳血管内科
竹迫仁則 ○ ◎ ●
牧原典子 ○ ◎
古森元浩 ○ ◎

肝臓内科 東 　晃一 ◎ ○ ●

呼吸器内科
古藤　洋 ○ ○ ◎ ●
中島信隆 ○ ◎
藤平智道 ◎

腎臓内科
水政　透 ◎ ●
長柄　仁 ◎
隈　和良 ◎

PD外来 水政　透 完全予約 完全予約 ●
心療内科・

アレルギー科
十川　博 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 ●
河田　浩 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約

禁煙外来:月・水 午後 十川　博 完全予約 完全予約 ●

精神科 精神科全般 非常勤 ○
14～17時

○
9～13時

外科
消化器外科

池田陽一 ◎ ○ ●
足立英輔 ○ ◎ ●
椛島　章 ○ ◎
中村俊彦 ○ ◎
北川　大 ◎ ○
根東順子 ○ ○

呼吸器外科 斉藤元吉 ◎ ◎ ●
血管外科 舟橋　玲 ◎ 九大 ●

乳腺外科 乳腺外科 寺本成一 ◎ ◎ 手術日 11時まで ◎ ●
婦人科 婦人科 有働俊啓 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

科 専門分野 氏　　名 月 火 水 木 金 責任者

整形外科

脊椎・一般 有薗　剛 ◎ ○ ◎ ●
脊椎・一般 井口明彦 ○ ◎ ◎

膝・外傷・一般 濱田貴広 ◎ ◎ ○
関節外科・外傷・一般 西田顕二郎 ○ ○（午後） ◎
関節外科・脊椎・外傷・一般 今村隆太 ◎ ◎
関節外科・外傷・一般 中原寛之 ◎ ◎
関節外科・外傷・一般 吉崎真吾 ◎ ◎
関節外科・外傷・一般 小松　孝 ◎ ○

リウマチ・一般 時任　毅 ○（午後） ○（午後）

形成外科 形成外科一般 西平智和 ◎ ◎ ◎ ◎ 手術日 ●

皮膚科 皮膚科一般
菊池智子 ◎ 11時まで ◎ 手術日 ◎ ●
見明　彰 ◎ 11時まで ◎ 手術日 ◎
陣内奈緒美 ◎ 11時まで ◎ 手術日 ◎

泌尿器科 泌尿器科一般
関　成人 11時まで ◎ ◎ 手術日 ◎ ●
宋　裕賢 11時まで ◎ ◎ 手術日 ◎
種子島時祥 11時まで ◎ ◎ 手術日 ◎

眼　科 眼科一般
長谷川裕平 手術日 ◎ ◎ 11時まで ◎ ●
海津嘉弘 手術日 ◎ ◎ 11時まで ◎

耳鼻
咽喉科 耳鼻咽喉科一般

君付　隆 ◎ 手術日 ◎ ◎ 11時まで ●
安倍大輔 ◎ 手術日 ◎ ◎ 11時まで

脳神経
外科 脳神経外科一般

井上琢哉 ◎ ◎ ◎
手術/PM九大

●
甲斐康稔 ◎ ◎ ◎
道脇悠平 ◎ ◎

放射線科 放射線診断一般
花田清彦 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●
中山智博 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
村木俊夫 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

放射線治療 放射線治療一般 花田/九大 予約 予約 予約 予約 予約 ●
麻酔科 麻酔・ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ 前田愛子 ◎ ◎

緩和ケア外来 緩和ケア全般 舟橋　玲 予約 予約 ●

歯科口腔
外科 歯科口腔外科一般

堀之内康文 予約 予約
AM九大 
PM院内 

医師

予約 予約 ●
新田秀一 予約 予約 予約 予約
吉住潤子 予約 予約 予約 予約
井上美子 予約 予約 予約 予約

月 火 水 木 金

胃透視
藤田 井原 井原 藤田

放射線科
仁田畑 樋口 仁田畑 樋口

内視鏡
井原 藤田 檜沢 井原 藤田 九大 檜沢 仁田畑 井原 藤田

仁田畑 樋口 仁田畑 樋口 仁田畑 樋口 樋口 仁田畑 樋口

九州中央病院専門外来診療担当医表 平成27年１月１日現在

◎新患もしくは再来　○再来

九州中央病院広報誌「きなざっせ」第64号

　新年を迎え新しい1年が始まりました。

　今年もより親しみやすい広報誌作りを

スタッフ一同心がけていきたいと思って

おります。

広報委員会

編
集
後
記


